
事業概要
（400字以内）

本事業は、高知市中心市街地の北部に位置し、JR高知駅北口から北側の環状道路である（都）薊野塚ノ原線までを結ぶ

幹線街路のうち、駅北口から（都）比島旭町線の整備済み区間を除く、延長750mが事業区間である。当箇所は、小中学校

の通学路となっているが、薊野塚ノ原線整備以降の急速な宅地化や、大規模商業施設の立地により交通量が大幅に増加し

ており、現道は歩道が狭隘で危険な状況から高知市通学路交通安全プログラムに基づき危険箇所として公表されている。

また、高知市地域防災計画では、現道が第3次緊急輸送道路に指定され、沿線には消防防災拠点の高知市北消防署、及

び広域的な災害拠点病院に位置付けされた高知赤十字病院が立地する。このため、通学路の安全確保とともに、災害時に

おける輸送路の確保、及び防災拠点へのアクセス向上を目的として、平成26年に事業認可を取得し、平成26年より現道拡

幅と併せバイパス整備を実施したものである。

事業規模 事業延長（㎞） 約0.7㎞

幅員（ｍ） 約２３ｍ

事業期間（和暦） 平成２６年度～令和５年度

事 業費（億円） 約７４億円

受賞歴 有 ・ 無

ＵＲＬ
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応募No. １４

事業主体 高知県 事業箇所 高知県高知市秦南町

応募者名 高知県土木部高知土木事務所

ふりがな
事業名称

としけいかくどうろ 3・3・93ごう こうちえきはだみなみまちせんせいびじぎょう

都市計画道路３・３・９３号高知駅秦南町線整備事業

事 業 概 要
（高知県：（都）高知駅秦南町線）
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（高知県：（都）高知駅秦南町線）



都市計画図(用途地域図)
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高知駅

都市計画道路高知駅秦南町線

（高知県：（都）高知駅秦南町線）
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路線全体の進捗状況
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南工区 北工区
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北北
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（高知県：（都）高知駅秦南町線）
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（高知県：（都）高知駅秦南町線）



縦断図・横断図
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事 業 前 事 業 後
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（高知県：（都）高知駅秦南町線）



事 業 前 写 真
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令和６年７月撮影

事 業 後 写 真
写真①

写真③

写真②

写真①

写真③

写真②

【
・写真の撮影箇所を「平面図
・異なるアングルで複数枚添付願います。
・前後の写真はできる限り同一箇所・方向から撮影したものとしてください。
・写真の枚数、大きさは自由です。
・スライド２枚
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令和６年７月撮影

令和６年７月撮影

平成26年９月撮影

平成26年９月撮影

平成26年９月撮影平成26年９月撮影

写真③ 写真③

令和６年７月撮影

（高知県：（都）高知駅秦南町線）



事 業 前 写 真
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事 業 後 写 真
写真④

写真⑤ 写真⑤

写真④

【
・写真の撮影箇所を「平面図
・異なるアングルで複数枚添付願います。
・前後の写真はできる限り同一箇所・方向から撮影したものとしてください。
・写真の枚数、大きさは自由です。
・スライド２枚
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令和６年７月撮影

令和６年７月撮影

平成26年９月撮影

平成26年９月撮影

令和６年７月撮影

写真⑥ 写真⑥

平成26年９月撮影

（高知県：（都）高知駅秦南町線）



事業効果アピール資料
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高知駅
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高知市北消防署
高知赤十字病院

改良前の経路

開通した経路

商業施設

①大規模災害への備え
②慢性的な交通渋滞の緩和

至 （都）薊野塚ノ原線

久万川の北に位置する高知市秦南町地区に
は、「高知市北消防署」が平成29年に開署し
た。また、大規模災害時の救急医療の拠点と
なる「高知赤十字病院」が令和元年に開院する
こととなり、防災拠点へのアクセス道路及び大
規模災害時の緊急輸送道路としての整備が急
務であった。
これら防災拠点の再編や大型商業施設の利
用状況を見据え、新たな道路網を構築したこと
で、防災拠点へのアクセスが向上し、渋滞の解
消にも繋がった。

北工区
拡幅区間

新設区間

改良前の経路

至 高知駅

高知赤十字病院

高知市北消防署

▲北工区（久万川橋から（都）薊野塚ノ原線を望む）４車線化後の状況 令和５年１１月撮影

（高知県：（都）高知駅秦南町線）



事業効果アピール資料
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③安全な歩行空間の確保

当路線は、ＪＲ高知駅や大型商業施設が隣
接しており、通勤通学等の歩行者や車両が多
く通行していたが、既設歩道は幅員が狭く、す
れ違いが困難な箇所や、不連続となっている
箇所があり、歩行者や自転車が安全に通行で
きる経路が確保されていなかった。
自転車歩行者道を整備したことで、連続した
歩行空間が確保され、児童や高齢者等の歩行
者や自転車の安全性が向上した。

写真②

令和６年７月撮影

（高知県：（都）高知駅秦南町線）
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新橋の架設

道路の拡幅

旧橋の耐震補強

至

（
都
）
薊
野
塚
ノ
原
線

至

高
知
駅

○南工区は歩行者・自転車の交通量が極めて多く、三次救急医療機関への緊急車両が頻繁に通行することから通行規制は実質的に不可能であった。
このような条件下において、工区全体の路面を嵩上げするとともに、狭隘な２車線道路を拡幅（緑ハッチ部）し、４車線＋両側歩道を整備した。施工時
期によっては、最大５者が工区内の工事を進めており、工程調整会議を定期的に開催し、発注者の案を各事業者の目線で確認し、問題点の洗い出し
や各工程のすり合わせを実施するなど、事業全体の工程管理を行い事業を進めた。
【道路部】
地盤改良、嵩上げを伴う拡幅工事であり、嵩上げ前後に生じる路面の高低差に対して安全対策を講じながら数回に分けて交通切替えを行いながら
施工する必要があった。
【橋梁部】
新橋の架設、旧橋の耐震補強及び嵩上げを伴う拡幅工事であり、新橋と旧橋の交通切替えを行いながら施工する必要があった。

苦労や工夫等アピール資料

輻輳する工事の調整及び交通切替え

南工区

（高知県：（都）高知駅秦南町線）



苦労や工夫等アピール資料
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道路部と橋梁部の施工箇所を調整
しることと並行して上下水道やガス、
電気、電話等の埋設物管理者や信号
管理者である警察とも工程を調整し、
最適な交通経路を都度検討した。
以下は代表的な切替え状況の流れ
である。

橋梁部：新橋（下部工）

道路部：未

STEP①：令和元年10月

至

（
都
）
薊
野
塚
ノ
原
線

至

高
知
駅

交通経路： 車道 歩道

久万川

STEP②：令和３年12月

道路部：地盤改良工、路側擁壁工に伴う車道切替え、上流側歩道通行止め

橋梁部：新橋（上部工）旧橋（下部工耐震補強、上流側歩道改良）

至

（
都
）
薊
野
塚
ノ
原
線

至

高
知
駅

久万川

橋梁部：新橋（上部工）旧橋（下流側歩道改良に伴う歩道切替え）

道路部：地盤改良、盛土工に伴う車道切替え

STEP③：令和４年６月

橋梁部：旧橋（嵩上げ工）に伴い新橋に車道切替え

道路部：舗装工に伴う車道切替え

STEP④：令和４年８月

至

高
知
駅

久万川

交通経路： 車道 歩道

交通経路： 車道 歩道
交通経路： 車道 歩道

橋梁部：新橋及び旧橋の完成

道路部：両側歩道の完成

STEP⑤：令和６年３月

至

高
知
駅

久万川

交通経路： 車道 歩道

至

高
知
駅

久万川

至

（
都
）
薊
野
塚
ノ
原
線

至

（
都
）
薊
野
塚
ノ
原
線

至

（
都
）
薊
野
塚
ノ
原
線

（高知県：（都）高知駅秦南町線）



受賞歴・報道資料
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ＴＶ報道、受賞歴、新聞記事 等
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・平成２５年８月２３日高知新聞にて掲載 ・令和６年３月２３日高知新聞にて掲載

（高知県：（都）高知駅秦南町線）


